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こ
れ
ま
で
本
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
き
た
本
庄
市
・

深
谷
市
・
玉
村
町
。
そ
し
て
、
都
市
地
方
連
携
推
進
事
業
と
し
て
交
流

を
図
っ
て
き
た
長
岡
市
寺
泊
地
域
・
台
東
区
浅
草
地
区
か
ら
、
地
元
の

特
産
品
や
伝
統
芸
能
な
ど
が
や
っ
て
来
ま
す
。
本
市
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
名
物
が
登
場
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課
（
絣
の
郷
内
、
蕁

（21）
6
7
1
2
）

※
雨
天
決
行
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私たちを取り巻く生活環境は、数年の間に大きく変化しました。私たちの生活が安心で安全なものにな
るよう、ぜひこの機会に日ごろの暮らしを見つめ直してみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

問い合わせ 消費生活展実行委員会（消費生活センター内、蕁20－7300）

税務署�

P P

P

北二小�

国道462号線�
至華蔵寺公園�

サンデン�
（株）� 寿町郵便局�

コンビニエンス�
ストア�

至市役所�

伊
勢
崎
大
間
々
線�

粕
川�

絣の郷�

案内図�

市立伊勢崎�
高等学校�

絣の郷のイベント

くらしの会
「環境に良いこと」の事例発表
地産地消料理（粉料理）サンプル・リフォーム作品の展示
わかめ・昆布・おやき・コロッケ・農産物の販売

農業青年会議所（農業委員会事務局）
地元農産物・ポップコーンの販売

環境こつこつ市民の会
雑がみ・廃天ぷら油の回収
※トイレットペーパーと交換します。廃天ぷら油はペットボトルに入
れてご持参ください

雑がみの分別ＰＲのチラシ配布・パネルの展示

伊勢崎郵便局
年賀はがきや記念切手などのＰＲ・販売
ふるさと小包などのカタログ展示
ヨーヨー釣り

ＮＴＴ東日本群馬支店
快適ブロードバンドの案内・インターネット相談
災害用伝言ダイヤル「171」の紹介・利用方法

東京電力前橋支店
ＩＨクッキングヒーターの展示
料理の体験と展示パネルによるＰＲ

関東電気保安協会
漏電防止を訴えるパネル人形・漏電遮断機ＰＲパネルの展示

伊勢崎ガス
ガスコンロ・ガスファンヒーターなどの展示

県ＬＰガス協会伊勢崎支部
ガラストップコンロの実演と試食、粗品配布
移動展示車による床暖房・ミストサウナなどの展示

県栄養士会伊勢崎支部
フードモデルの展示
体重・体脂肪・基礎代謝などの測定
クイズコーナー

伊勢崎消防署
住宅用火災警報器の展示
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の実演

愛のはぐるま会
農作物・刺し子ふきん・あかすりの販売

群馬丸魚
鮮魚・塩干物の販売

いせさき・もろ・おもちゃの病院
おもちゃの無料修理
※予約受付中、申し込みは消費生活センターへ

伊勢崎友の会
手作り菓子・惣菜の販売

下水道管理課
水洗化促進ＰＲポスター・のぼりの掲示、粗品配布

水道局
給水措置の模型展示
水道蛇口パッキンの交換方法講習会
※蛇口修繕セットプレゼント、先着100人

オリジナルペットボトル「いせさき銘泉」の無料配布
※午前10時と午後1時の2回、各120本

伊勢崎市図書館
リサイクル図書の無料配布

境町の環境を考える会
発芽実験体験
無農薬野菜、県内産大豆のしょうゆ・みその販売

桑の実福祉会くわのみ
リサイクル粉せっけん・台ふきん・手芸品などの販売

地域青少年アドバイザー境
バザー（衣類・手作り作品・アクセサリーなど）

県建築組合連合会境支部
包丁とぎ
※受付＝午前9時30分～正午、先着400人、1人1本まで

市内公立幼稚園
園児によるリサイクル工作の作品展示

消費生活センター
啓発ポスターの展示・啓発資料の配布

実行委員会
綿菓子の無料配布

※雨天決行



福祉講演会�
期日　12月10日（日）�
時間　午前10時～正午�
会場　2階多目的ホール�
テーマ　私の人生は「トイレ」　
　から始まった�
講師　白倉正子さん（アントイ　
　レプランナー代表）�

は～とふるコンサート�
　　障害のある人もない人も�
　　　　一緒に歌おう！一緒に踊ろう！�
�期日　12月10日（日）�
時間　午後1時30分～3時30分�
会場　2階多目的ホール�
�

障害者（児）作品展・�
団体活動紹介・即売会・�
福祉機器の展示�
期日　12月9日（土）・�
　10日（日）�
時間　午前10時～午後3時�
会場　１階ワークショップほか�
�

健康チェック・健康相談�
　骨密度測定・全身体脂肪測定・ア
ルテットライトなどを行います。�
　※アルテットライトでは、血管年齢
　や血管老化度の測定ができます�
期日　12月9日（土）・10日（日）�
時間　午前10時～午後3時�
会場　3階健康相談室ほか�

無料体験�
●折り紙でトトロを折りましょう�
期日　12月9日（土）・10日（日）�
時間　午前10時～午後3時�
会場　3階ホワイエ�
●押し花でしおりを作りましょう�
期日　12月9日（土）・10日（日）�
時間　午前10時～午後3時�
会場　１階展示ギャラリー�
●琉球びん型染めでコースターを
作りましょう�
期日・時間　�
12月9日（土）＝午後1時30分～�
　　　　　　　 3時30分�
12月10日（日）＝午前10時～正午�
会場　1階ワークショップ�
定員　各日20人（先着順）�

スタンプラリー�
　障害者（児）作品展示会場を回
り全部のスタンプを集めると割引
券として障害者（児）団体の即売
会で使用できます。また、リサイク
ル自転車オークションの入場券に
もなります。�
期日　12月9日（土）・10日（日）�
時間　午前10時～午後3時�
会場　1階ワークショップほか�

煮ぼうとうコーナー�
期日　12月10日（日）�
時間　午前11時30分開始�
料金　一杯50円�
　※限定300杯�
�

リサイクル自転車転車�
オークション�
期日　12月10日（日）�
時間　午後3時30分開始�
会場　2階多目的ホール�
対象　スタンプラリーで全部のス
　タンプを集めた人�

リサイクル自転車�
オークション�

4

12月9日は障害者の日です。障害のある人もない人

も関係なく、一緒に暮らせる街づくりについて、考え

てみませんか。皆さんのお越しをお待ちしています。

問い合わせ ふくしプラザ（蕁26―7733）
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絣
の
魅
力
展
�

９月30日・10月１日、旧森
村家住宅で絣の魅力展が開
催されました。多数の素晴
らしい作品が展示され、訪
れた人たちを魅了していま
した。また、体験コーナー
では子どもたちが初めての
機織りに挑戦していました。�

▲ 矢内市長の慶祝を受ける深見わかなさん

10月13日、百歳の誕生日を
迎えた深見わかなさん（富
塚町）は、矢内市長の慶祝訪
問を受けました。毎年、歌舞
伎を見に行くのを楽しみに
しているというわかなさん。
長生きの秘けつは、自由気
ままに生きることだそうです。�

百歳ばんざい�

▲ 見事な舞を披露

10 月８日、旧森村家住宅
で第３回十五夜の集いが行
われました。月明かりの下、
昔話の紙芝居や尺八と三味
線の演奏、歌や踊りなどが
披露され、訪れた皆さんは
趣きのあるひとときを存�
分に味わっていました。�

十五夜の集い�

▲ そばの早食い競争に参加した子どもたち

▲ 市民のもり公園で行われたハナミズキの記念植樹

▲ 市民訪問団の皆さん

蜷
僕
に
も
う
ま
く
で
き
る
か
な

９月30日、ＪＡみさと支所
と三郷公民館でそばの里は
なまつりが開催。そばの試
食やそば打ち体験などが行
われました。参加した人た
ちは地元産のそばを味わい
ながら、早食い競争などの
催しを楽しんでいました。�

地元産のそばを満喫�

10月４～８日、姉妹都市提携
20周年を記念し、スプリング
フィールド市から市民訪問団
20人が本市を訪れました。５
日には、矢内市長への表敬訪問
の後、一緒に記念植樹などを行
い、両市の友好を深めました。�

姉妹都市市民訪問団が来伊�
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▲ 壮快なショット ▲ 力を合わせたチームプレー ▲ バトンに気持ちを込めて

▲ 全力投球で勝負
▲ エース

を狙え�

▲ 力いっぱいのジャンプ�

蜻 

勝
利
を
手
繰
り
寄
せ
る�

蜷
力
走
・
快
走
・
疾
走
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10
月
１
・
8
日
、
快
晴
の
秋
空
の
下
、
第
2
回

市
民
総
合
体
育
大
会
が
市
内
各
競
技
施
設
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
地
区
の
代
表
選
手
約
4
、

1
0
0
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
。
12
競
技
16
種
目
に
わ
た
っ
て
数
々
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
名
和
地
区
が
総
合
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

種　　目�
陸上（男）�
陸上（女）�
ソフトボール（男）�
ソフトボール（女）�
バレーボール（男）�
バレーボール（女）�
ソフトテニス�
卓球�
弓道�
柔道�
剣道�
テニス�
綱引き�
ゲートボール（男）�
ゲートボール（女）�
グラウンドゴルフ ※オープン�

1位�
境�
宮郷�
名和�
赤堀�
名和�
豊受�
赤堀�
境�
あずま�
境�
豊受�
宮郷�
名和�
赤堀�
名和�
境�

2位�
殖蓮�
名和�
宮郷�
豊受�
赤堀�
三郷�
南�
宮郷�
豊受�
茂呂�
名和�
名和�
南�
境�
あずま�
宮郷�

3位�
茂呂�
殖蓮�

殖蓮・あずま�
宮郷・境�
茂呂・北�
赤堀・境�
あずま�
殖蓮�
北�

豊受・あずま�
北�

茂呂・三郷�
三郷・赤堀�
名和�
宮郷�
茂呂�

種目別成績�

 優勝 名和地区�

 4位 茂呂地区�

 7位 あずま地区�

 10位 北地区�

 準優勝 赤堀地区�

 5位 宮郷地区�

 8位 殖蓮地区�

 11位 南地区�

 3位 豊受地区�

 6位 境地区�

 9位 三郷地区�

総 合 成 績 �

▲ 力と技の応酬

▲ 一撃の瞬間 ▲ 狙い澄ました一球 ▲ ネット際の攻防

▲ 誰よりも遠くへ

▲ 的の一点に集中
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直
径
１
２
２
㎝
の
ボ
ー
ル
を
使

い
、
３
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
＝
４

人
）
が
コ
ー
ト
内
で
サ
ー
ブ
・
レ

シ
ー
ブ
を
繰
り
返
す
ゲ
ー
ム
で
す
。

期
日

11
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

あ
ず
ま
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上

※
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
（
４
人
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

す参
加
料

無
料

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
あ
ず
ま

公
民
館
（
蕁
（62）
０
１
１
５
）

市
の
公
共
事
業
な
ど
に
導
入
さ

れ
る
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

期
日

11
月
16
日
（
木
）

時
間

午
後
２
時
開
始

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

市
内
に
本
店
を
有
し
、
入

札
参
加
資
格
申
請
済
み
の
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

内
容

電
子
入
札
参
加
の
た
め
に

必
要
な
準
備
、
利
用
者
登
録
、
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
と
情
報
公
開
シ

ス
テ
ム
の
操
作
方
法

※
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

p
o
rta
l.g
-eb
id
.e-g
u
n
m
a
.lg
.

jp

）
か
ら
資
料
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

契
約
検
査
課
（
内

線
２
４
７
６
）

期
日

11
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
開
演

会
場

文
化
会
館

出
演
団
体

伊
勢
崎
和
太
鼓
、
昭

和
町
子
ど
も
会
八
木
節
、
下
蓮
町

安
来
節
保
存
会
、
上
州
八
木
節
ム

ク
ド
リ
会
、
宮
子
町
八
木
節
保
存

会
、
伊
勢
崎
銭
太
鼓
愛
好
会
、
上

州
あ
ず
ま
太
鼓
、
南
北
千
木
町
屋

台
囃
子
保
存
会
、
上
州
八
木
節
会
、

書
上
八
木
節
愛
好
会
、
神
谷
八
木

節
会
、
三
柱
神
楽
保
存
会
、
八
斗

島
町
民
芸
保
存
会
、
千
本
木
龍
頭

舞
保
存
会
、
三
郷
八
木
節
保
存
会
、

富
塚
町
八
木
節
保
存
会
、
荒
木
流

拳
法
保
存
会
、
華
だ
ん
べ
え
会
、

上
州
・
境
雉
子
尾
太
鼓
、
木
遣
り

保
存
会

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
３
５
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

11
月
９
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

期
日

11
月
14
日
（
火
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

販
売
品

手
作
り
小
物
・
木
工
製

品
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
せ
っ
け
ん

農
産
物
・
日
用
雑
貨
品
・
古
着
・

お
も
ち
ゃ
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

■伊勢崎市役所 　24－5111�
■赤堀支所 　62－1151�
�
■火災情報案内 　0180－99－2999

■あずま支所 　62－1311�
■境支所 　74－1111�
�

催
し�

絣の郷交流まつり実行委員会会長
根立秀治さん（本町）

27

11月12日に開催される絣の郷交流まつり。「本市を
含めた６地区から、地元の物産や芸能などが絣の郷に
集まります。今回は初めての試みですので、ぜひ多彩
な文化や産業にふれてみてください」と呼びかけるの
は、実行委員会の会長を務める根立秀治さんです。
「これからのまちづくりには、地域同士の交流が欠

かせないと思います。これまで本市は、ほかの地域と
の交流が意外と少なかったように感じます。皆さんに
とって、このまつりがさまざまな交流の輪を広げるき
っかけとなるよう頑張っていきたいですね」と語る根
立さんの目は輝いていました。

（２ページを参照）

キ

ン

ボ

ー

ル

大

会

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

利
用
説
明
会

第
20
回

郷

土

芸

能

大

会

お

し

ゃ

べ

り

会

樫
の
木
愛
あ
い
バ
ザ
ー

・



境
産
業
祭
に
あ
わ
せ
て
福
祉
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
12
日
（
日
）

時
間

午
後
０
時
30
分
開
場

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

大
道
芸
（
モ
ン
太
郎
）
・

こ
い
の
ぼ
り
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

お
楽
し
み
抽
選
会

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
（
蕁
（74）
０
８
１

１
）

期
日

11
月
25
日
（
土
）

時
間

①

勉
強
会
＝
午
後
１
時
45
分
〜

４
時

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
開
始

②
　
交
流
会
＝
午
後
４
時
〜
５
時

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

定
員

①
・
②
各
30
人（
先
着
順
）

内
容

①
思
春
期
を
迎
え
た
知
的

障
害
や
発
達
障
害
を
持
つ
児
童
に

対
す
る
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
②
講
師
を
交
え
た
参
加
者
同

士
の
交
流
と
情
報
交
換

講
師

斎
藤
隆
之
さ
ん
（
第
三
中

学
校
教
諭
）、
戸
所
啓
子
さ
ん
（
伊

勢
崎
養
護
学
校
教
諭
）

参
加
料

①
・
②
各
５
０
０
円

※
託
児
で
き
ま
す
（
要
予
約
、
１

人
に
つ
き
５
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁

（30）
５
０
１
１
）

期
日

11
月
17
日
（
金
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

期
日

11
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

北
公
民
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
蘭
恵
愛
好
会
の

石
田
安
金
さ
ん（
蕁
（26）
３
２
１
４
）

スす

プぷ

リり

ンん

グぐ

フふ

ィぃ

ーー

ルる

ドど

市し

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

秋あ
き

ま
つ
り
の
写し

ゃ

真し
ん

を
展て

ん

示じ

し
ま
す
。

期き

日じ
つ

11
月が

つ

19
日に

ち

（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

〜
午ご

後ご

４
時じ

会か
い

場じ
ょ
う

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

問と

い
合あ

わ
せ

伊い

勢せ

崎さ
き

小こ

唄う
た

か
ら

り
こ
節ぶ

し

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

の
加か

藤と
う

義よ
し

雄お

さ
ん

（
蕁
（24）
８
１
１
３
）

期き

日じ
つ

11
月が

つ

22
日に

ち

（
水

す
い
よ
う
び）

時じ

間か
ん

午ご

後ご

７
時じ

開か
い

演え
ん

（
午ご

後ご

６

時じ

30
分ぷ

ん

開か
い

場じ
ょ
う

）

会か
い

場じ
ょ
う

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う

２
、
５
０
０
円え

ん

（
全ぜ

ん

席せ
き

自じ

由ゆ
う

）

※
友ゆ

う

好こ
う

都と

市し

馬ま

鞍あ
ん

山し
ゃ
ん

市し

の
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

建け
ん

設せ
つ

基き

金き
ん

に
寄き

付ふ

し
ま
す

チち

ケけ

ッっ

トと

販は
ん

売ば
い

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

ほ
か

問と

い
合あ

わ
せ

田た

島じ
ま

音お
ん

楽が
く

教き
ょ
う

室し
つ（

蕁

（26）
３
６
９
２
）
ま
た
は
国こ

く

際さ
い

課か

（
内な

い

線せ
ん

２
１
１
５
）

期
日
・
時
間
・
会
場

11
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
＝
田
中
島
町
住
民
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
＝
広
瀬
生
涯
学
習
館

11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

＝
絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

参
加
料

３
５
０
円
（
資
料
代
）

※
託
児
で
き
ま
す
（
要
予
約
、
１

人
に
つ
き
２
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
勢

崎
友
の
会
の
森
村
邦
子
さ
ん
（
蕁

（23）
１
３
２
９
）
ま
た
は
市
川
昭
子

さ
ん
（
夜
間
だ
け
、
蕁
（21）
７
３
９

１
）

期
間

11
月
23
日
（
祝
）
か
ら
26

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
26
日
は
午
後
５
時
ま
で

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

市
内
の
小
さ
な
風
景
や
雄

大
な
ア
ル
プ
ス
山
岳
風
景

問
い
合
わ
せ

斉
藤
邦
明
さ
ん（
蕁

（74）
３
８
３
６
）

期
日

11
月
26
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
演
（
午

後
１
時
開
場
）

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＝
ド
レ
ミ
の
歌
ほ
か

第
１
部
＝
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
ほ
か

第
２
部
＝
シ
ャ
ン
ソ
ン
ほ
か
（
ゲ

ス
ト
演
奏
）

第
３
部
＝
モ
ル
ダ
ウ
の
流
れ
ほ
か

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

藤
村
安
夫
さ
ん（
蕁

（76）
１
３
０
２
）

9

境
産
業
祭

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
６

・

勉

強

会

・

交

流

会

〜
思
春
期
を
迎
え
た

障
害
児
と
向
き
合
う
〜

福

祉

バ

ザ

ー

第
35
回

寒

蘭

展

姉し

妹ま
い

都と

市し

スす

プぷ

リり

ンん

グぐ

フふ

ィぃ

ーー

ルる

ドど

市し

日に

本ほ
ん

秋あ
き

ま
つ
り
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

日に
っ

中ち
ゅ
う

交こ
う

流り
ゅ
う

チち

ャゃ

リり

テて

ィぃ

ーー

コこ

ンん

サさ

ーー

トと

家
事
と
家
計
の
講
習
会

第
９
回

写
友
岳
カ
ン
バ
写
真
展

境
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル

35
周
年
記
念
演
奏
会

▲ 購入したはっぴなどのお祭りグッズ

自治宝くじ助成で
お祭りグッズなどを購入
自治宝くじの収益金は地域のコミュニテ

ィ活動の発展に生かされています。下蓮町

区では自治宝くじの助成で、お祭り用のは

っぴや太鼓などを購入しました。地域交流

の発展が期待されます。



期
日

11
月
25
日
（
土
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
１
時
開
始

会
場

市
民
病
院
10
階
大
会
議
室

定
員

１
０
０
人

演
題

こ
ど
も
の
た
め
の
冬
の
カ

ゼ
へ
の
対
応
〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
中
心
に
〜

講
師

前
田
昇
三
さ
ん
（
市
民
病

院
小
児
科
主
任
診
療
部
長
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
室
（
蕁
（25）
５
０
２
２
）

初
心
者
の
人
か
ら
経
験
者
ま
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
基
礎
と
実

践
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

期
日

①
11
月
21
日
（
火
）、
②

11
月
25
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

あ
ず
ま
図
書
館

対
象

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
関

心
の
あ
る
人

講
師

佐さ

塚つ
か

公
代
さ
ん
（
育
英
短

期
大
学
助
教
授
）

参
加
料

無
料

※
託
児
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
（
内
線
２
４
３
２
）

期き

日じ
つ

11
月が

つ

19
日に

ち

か
ら
12
月が

つ

17
日に

ち

ま
で
の
日に

ち

曜よ
う

日び

（
全ぜ

ん

５
回か

い

）

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

30
分ぷ

ん

〜
11
時じ

30

分ぷ
ん会か

い

場じ
ょ
う

北き
た

公こ
う

民み
ん

館か
ん

※
11
月が

つ

26
日に

ち

は
北き

た

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

体た
い

育い
く

館か
ん

対た
い

象し
ょ
う

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

以い

上じ
ょ
う

の
子こ

ど
も
と

そ
の
保ほ

護ご

者し
ゃ

定て
い

員い
ん

10
組く

み

（
20
人に

ん

）

内な
い

容よ
う

そ
ば
作づ

く

り
・
チち

ャゃ

ンん

バば

ラら

書し
ょ

道ど
う

な
ど

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

８
０
０
円え

ん

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

11
月が

つ

８
日か

（
水

す
い
よ
う
び）

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
直ち

ょ
く

接せ
つ

北き
た

公こ
う

民み
ん

館か
ん

（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

11
月
16
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

第
一
幼
稚
園

※
駐
車
場
は
北
小
学
校
校
舎
北
側

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象

未
就
園
児
（
２
歳
以
上
）

と
そ
の
保
護
者

講
師

金
子
徳
江
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
も
の

タ
オ
ル

※
運
動
靴
ま
た
は
は
だ
し
で
行
い

ま
す

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

第
一
幼
稚
園
（
蕁

（25）
０
３
２
０
）
ま
た
は
北
公
民
館

（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

12
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

東
京
福
祉
大
学

対
象

両
日
と
も
参
加
で
き
る
人

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

講
義
や
実
技
を
通
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
つ
介
護
予

防
の
方
法
を
学
び
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

13
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
蕁

（62）
９
９
０
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
や
動
物
な

ど
を
風
船
で
作
り
ま
す
。
親
子
で

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

期
日

12
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
で
き
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

１
、
４
２
５
円
（
材
料

費
・
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

12
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０
）

期
日

11
月
30
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

15
人

内
容

再
生
紙
の
エ
コ
バ
ン
ド
・

エ
コ
ひ
も
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

飾
り
を
作
り
ま
す

講
師

毛
塚
宣
子
さ
ん

参
加
料

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
も
の

は
さ
み
・
物
差

し
・
洗
濯
ば
さ
み
・
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

10

講
座�

市
民
病
院

市

民

公

開

講

座

東
京
福
祉
大
学

介

護

予

防

研

修

会

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の

親お
や

子こ

で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

体た
い

験け
ん

し
よ
う

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

・

親

子

体

操

教

室

第
３
回

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

再
生
紙
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
飾
り

◆【場外発売】ＳＧ第38回日本選手権オートレース（浜松）�

◆【場外発売】川口市営第4回2節（川口）�

◆第28回東京スポーツ杯争奪戦�

◆イーバンク銀行杯ＧⅠ開場30周年記念シルクカップ争奪戦�

献 血 に ご 協 力 く だ さ い
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 11月17日（金）

時間 午前9時30分～正午

会場 殖蓮公民館

問い合わせ 殖蓮公民館

（蕁26－4560）

期日 11月17日（金）

時間 午後2時～4時

会場 あずま保健センター

問い合わせ あずま支所福祉課

（蕁62－9909）



期
日

11
月
19
日
・
26
日
の
日
曜
日

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

定
員

15
人

内
容

お
正
月
用
の
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
び
ん
型
染
め
で
作
り
ま
す
。

初
心
者
の
人
で
も
簡
単
で
す

参
加
料

２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
井

ゆ
り
子
さ
ん
（
蕁
（23）
６
４
３
４
）

期
日
・
会
場

11
月
18
日
（
土
）

＝
太
田
情
報
商
科
専
門
学
校
（
太

田
市
）、
11
月
19
日
（
日
）
＝
県

高
齢
者
介
護
総
合
セ
ン
タ
ー
（
前

橋
市
）、
11
月
25
日
（
土
）
＝
高

崎
健
康
福
祉
大
学
（
高
崎
市
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
有
す
る
就
業
希
望
者
ま
た
は
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務
初
任
者

定
員

各
日
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

内
容

就
業
希
望
者
お
よ
び
初
任

者
向
け
の
実
践
的
な
介
護
技
術
の

習
得
や
演
習
な
ど

参
加
料

３
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日

前
橋
・
太
田
会
場

＝
11
月
10
日
（
金
）、
高
崎
会
場

＝
11
月
17
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
希
望
会
場

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得

（
級
）
・
就
業
希
望
者
ま
た
は
初

任
者
（
就
業
年
数
）
の
別
・
昼
食
　

（
有
料
）
希
望
の
有
無
を
記
入
、

郵
送
の
場
合
は
、
80
円
切
手
を
張

り
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返

信
用
の
封
筒
（
長
形
３
号
）
を
同

封
の
上
、
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協

議
会
事
務
局
（
〒
３
７
１
―
８
５

２
５
　
前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

蕁
０
２
７
―
２
５
５
―
６
０
３
１
、

０
２
７
―
２
５
５
―
６
４
４
４

期
日

11
月
15
日
・
22
日
・
29
日

の
水
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

東
京
福
祉
大
学

対
象

家
族
に
要
介
護
認
定
者
の

い
る
人

※
看
護
師
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
専
門
職
の
人
は
除
き
ま
す

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

移
動
・
入
浴
・
食
事
・
排

せ
つ
の
介
助
な
ど
介
護
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
学
び
ま
す

※
上
履
き
を
持
参
の
上
、
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

14
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁

（62）
９
９
０
０
）

期
日

12
月
４
日
（
月
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

南
公
民
館

対
象

60
歳
以
上
の
人

定
員

15
人

内
容

ヒ
バ
や
ス
ギ
を
使
っ
て
ナ

チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す

講
師

根
岸
一
博
さ
ん

参
加
料

２
、
５
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
は

さ
み
・
ペ
ン
チ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

11

琉
球
び
ん
型
染
め
教
室

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

・

家

族

介

護

教

室

高
齢
者
学
級

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

市庁舎整備計画案に対する�
パブリックコメントを行います�
�
本市では、市役所本庁舎の増築・改修（耐震補強な

ど）工事を検討しています。

そこで、「市庁舎整備計画案」に対するパブリック

コメント手続（市民意見提出手続）を行います。皆さ

んのご意見を聞かせてください。

※整備計画案の詳細は、市ホームページ・市民情報

コーナー（市役所本庁1階）・地域振興課・各支所

庶務課でご覧になれます

募集期間 11月30日（木）まで

意見を提出できる人

①市内に在住・在勤・在学の人

②市内に事務所・事業所を有する個人または法人、

そのほかの団体

③本市に納税義務がある人

意見の提出方法 所定の様式に、住所・氏名・計画案

に対する意見とその理由を記入し、直接または郵送、

ファクス、メールで提出してください

※所定の様式は、市民情報コーナー・地域振興課・

各支所庶務課に用意してあります。市ホームページ

からもダウンロードできます

あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役

所地域振興課

ファクス番号 23－9800

メールアドレス chiiki@city.isesaki.lg.jp

問い合わせ 地域振興課（内線2446）

）

11月1日から7日までは文化庁の提唱する
文化財保護強調週間です。赤堀歴史民俗資料
館では11月3日（祝）から県内最大級の埴
輪馬（市指定重要文化財・蛇塚古墳出土）な
どを新たに展示します。ぜひお出かけくださ
い。
問い合わせ 文化財保護課（蕁24－0966）

文化財保護強調週間
～身近な文化財に親しみましょう～市内の指定文化財125点を分かりやすく写真と文

章で紹介。6つの文化財散策モデルコースも掲載し
てありますので、気軽に文化財めぐりが楽しめます。
規格 A4判カラー32ページ
価格 300円
販売場所・問い合わせ
赤堀歴史民俗資料館（蕁63－0030）
文化財保護課（蕁24－0966）

伊勢崎市の文化財散策ガイド発売中



活
動
日

月
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

宮
郷
公
民
館

講
師

安あ
ん

相さ
ん

美み

さ
ん

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

原
芳

子
さ
ん
（
蕁
（65）
６
４
５
０
）

活
動
日

第
１
・
２
・
３
木
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

会
場

名
和
公
民
館

講
師

戸
谷
淑
美
さ
ん

会
費

月
１
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
田

邦
子
さ
ん
（
蕁
（65）
６
７
９
８
）

受
付
期
間

平
成
19
年
１
月
９
日

（
火
）
ま
で

対
象

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

第
１
次
試
験
日

平
成
19
年
１
月

13
日
（
土
）

試
験
会
場

勢
多
会
館
（
前
橋
市
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
蕁
０

２
７
―
２
３
３
―
８
９
６
０
、http:

//w
w
w
.g
u
n
m
a
.p
lo
.jd
a
.g
o
.

jp

）
ま
た
は
市
民
課
（
内
線
２
１

４
３
）

整
備
地
区

玉
村
町
地
内

整
備
数
量

40
床

※
既
存
施
設
を
利
用
し
た
混
合
型

特
定
施
設
へ
の
転
換
も
認
め
ま
す

申
し
込
み

12
月
25
日
（
月
）
ま

で
に
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
へ

※
申
請
書
は
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事

務
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
保
健
福
祉

事
務
所
（
蕁
（25）
５
５
７
０
）

水
道
検
針
票
の
裏
面
を
広
告
ス

ペ
ー
ス
（
有
料
）
と
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
広
告
主
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
水
道
検
針
票
は
２
か
月
に
１
度

各
家
庭
に
配
ら
れ
、
そ
の
枚
数
は

年
間
約
50
万
枚
で
す

申
込
期
間

11
月
30
日（
木
）ま
で

※
広
告
料
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
道

局
総
務
課
（
蕁
（30）
１
２
３
０
）

期
日

12
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み

11
月
19
日
（
日
）
以

降
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０

２
）

12

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
の
焼

却
施
設
に
、
ご
み
ク
レ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。
高
さ
約
２
・
７
メ
ー
ト

ル
、
幅
約
２
・
２
メ
ー
ト
ル
、
５

本
の
つ
め
が
あ
り
、
１
回
で
約
１

ト
ン
の
ご
み
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ご
み
ク
レ
ー
ン
に
は
、
ご
み
を

運
ん
だ
り
混
ぜ
た
り
す
る
働
き
が

あ
り
、
水
分
な
ど
の
状
態
を
均
一

に
し
て
、安
定
的
に
焼
却
さ
せ
ま
す
。

し
か
し
、
ご
み
ク
レ
ー
ン
で
は

ご
み
の
分
別
が
で
き
な
い
た
め
、

可
燃
ご
み
の
中
に
燃
え
な
い
ご
み

が
混
入
し
て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま

焼
却
炉
へ
運
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

必
ず
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
ご
み

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ご
み
ク
レ
ー
ン
の
働
き

人権擁護委員に橋本冨
ふ

美
み

江
え

さん

（田部井上）が10月1日付で法務大

臣から委嘱され再任されました。

市役所で人権に関する相談に応じ

ます。

問い合わせ 人権課（内線2123） ▲ 橋本冨美江さん

人権擁護委員に橋本冨美江さんが再任

▲ 頑丈な5本のつめ

募
集�

ス
ポ
ー
ツ�

ス

ケ

ー

ト

教

室

韓
国
語
教
室
会
員
募
集

ダ
ン
ベ
ル
体
操
会
員
募
集

自

衛

隊

生

徒

募

集

平
成
18
年
度

混

合

型

特

定

施

設

設

置

希

望

者

募

集

水

道

検

針

票

裏

面

広

告

主

募

集

▲ 水道検針票（右が裏面）



官
公
庁
へ
提
出
す
る
書
類
の
作

成
や
登
記
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日

12
月
２
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎
本
所（
連

取
町
）

内
容

相
続
（
贈
与
）
・
遺
言
に

関
す
る
書
類
作
成
、
農
地
転
用
・

開
発
行
為
許
可
申
請
、
土
地
・
建

物
の
登
記
な
ど
の
相
談

相
談
員

行
政
書
士
会
伊
勢
崎
支

部
会
員
・
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊

勢
崎
支
部
会
員

申
し
込
み

当
日
、
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

行
政
書
士
会
伊
勢

崎
支
部
の
中
島
さ
ん
（
蕁
（23）
０
７

８
３
）
ま
た
は
土
地
家
屋
調
査
士

会
伊
勢
崎
支
部
の
天
田
さ
ん
（
蕁

（74）
４
０
０
５
）

期
日

11
月
９
日（
木
）・
10
日（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

伊
勢
崎
商
工
会
議
所

対
象

中
小
企
業
者
ま
た
は
新
規

開
業
者

※
開
業
予
定
者
を
含
み
ま
す

内
容

事
業
資
金
や
新
規
開
業
者

の
融
資
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

前
日

ま
で
に
電
話
で
伊
勢
崎
商
工
会
議

所
（
蕁
（24）
２
２
１
１
）
ま
た
は
国

民
生
活
金
融
公
庫
前
橋
支
店
（
蕁

０
２
７
―
２
２
３
―
７
３
１
２
）

期
日

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
２
時
〜
８
時

※
土
曜
日
は
午
後
１
時
〜
６
時

会
場

前
橋
労
働
条
件
相
談
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
）

内
容

解
雇
・
賃
金
・
労
働
時
間

就
業
規
則
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
職
場

の
問
題
に
関
す
る
無
料
相
談

※
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

前
橋
労
働
条
件
相

談
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０
１
２
０
―
０

０
１
―
１
１
９
）

電
話
お
よ
び
面
談
に
よ
る
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
。
悪
徳
商
法
に

お
困
り
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
18
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

群
馬
司
法
書
士
会
館
別
館

（
前
橋
市
）

相
談
電
話

０
２
７
―
２
２
１
―

０
５
８
５
（
当
日
だ
け
）

問
い
合
わ
せ

群
馬
司
法
書
士
会

（
蕁
０
２
７
―
２
２
４
―
７
７
６
３
）

13

相
談�

登
記
・
行
政
無
料
相
談
会

特

別

金

融

相

談

会

前
橋
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー

労
働
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

・

悪
徳
商
法
１
１
０
番

女性のためのなんでも無料相談会
～ひとりで悩まずご相談ください～

期日 11月19日（日）
時間 午前10時～午後3時
会場 ふくしプラザ（中央町）
相談員 伊勢崎人権擁護委員協議会
女性委員

申し込み 当日、直接会場へ
※電話でも相談できます（蕁26－7733）
※秘密は厳守します

問い合わせ 伊勢崎人権擁護委員協議会啓発
活動委員の狩野さん（蕁62－6544）

期日 平成19年1月27日（土）
時間 午後2時開演（午後1時30分開場）
会場 境総合文化センター
演目 仕舞「高砂」梅若万三郎、狂言「柿山伏」高沢
祐介、能「隅田川」加藤真悟
入場料 指定席＝3,000円、自由席＝2,000円、高
校生以下＝1,000円
※未就学児の入場はご遠慮ください

チケット販売 11月11日（土）午前9時から境総合
文化センターまたは文化会館
※電話予約は11月11日（土）午後1時開始

事前学習会
期日・時間・会場
①　11月19日（日）午後1時30開始
＝境総合文化センター

②　12月4日（月）午後6時開始＝文化会館
③　平成19年1月20日（土）午後1時30開始
＝赤堀芸術文化プラザ

内容・講師
① 写真家から見た能楽・能のお話（対談）・仕舞
と謡体験＝岩田アキラ（写真家）、加藤真悟（能
楽師）
② 「隅田川」のビデオ鑑賞と作品の解説・仕舞と
謡体験＝加藤真悟（能楽師）
③ 「隅田川」のお話・舞台上での装束付け・能
「敦盛」の一部上演・ハコビの体験など＝加藤真
悟（能楽師）ほか

参加料 無料
申し込み 各日の3日前までに境総合文化センターへ

能面・能装束展示会
期間 平成19年1月21日（日）から27日（土）まで
時間 午前9時～午後5時
会場 境総合文化センター
内容 「隅田川」「羽衣」の能面・能装束の展示と
DVD上映
入場料 無料

＊　　　　　　　　　＊
問い合わせ 境総合文化センター（蕁76－2222）



国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
１
回
、
誕
生
月
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
あ
な
た
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事
な

届
け
で
す
。

現
況
届
は
、
誕
生
月
の
初
め
こ

ろ
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
あ
な

た
の
住
所
・
氏
名
の
ほ
か
、
加
給

年
金
対
象
者
の
氏
名
な
ど
を
記
入

し
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
く
よ
う

に
、
切
手
を
張
っ
て
投
か
ん
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
で
記
入
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
親
族
な
ど
が

記
入
す
る
場
合
は
、
受
給
権
者
の

欄
や
加
給
年
金
対
象
者
の
欄
を
も

れ
な
く
記
入
の
上
、「
代
理
人
署

名
欄
」
に
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止

ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
っ
た
場
合
で
も
、
現
況
届

が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届

き
次
第
、
随
時
、
止
ま
っ
た
期
間

分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
（
支
払
い
ま
で
１
〜

２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
）。

●
12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
現
況
届

が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す

本
年
10
月
か
ら
受
給
者
の
現
況

（
生
存
）
確
認
は
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
現
況

届
の
提
出
は
原
則
と
し
て
不
要
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
今
後
も
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い

る
本
人
基
本
情
報
（
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
生
年
月
日
）
と
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
情
報
が
相
違
し
、住
民

票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
人

②
　
外
国
籍（
外
国
人
登
録
）の
人

●
年
金
受
給
者
の
住
所
が
変
わ
る

と
き
は
変
更
届
の
提
出
を

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
に
、
変
更
後
の
住
所
・

年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基

礎
年
金
番
号
と
年
金
コ
ー
ド
な
ど

を
記
入
し
た
「
年
金
受
給
権
者
住

所
変
更
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
変
更
届
を
提

出
し
な
い
と
、
社
会
保
険
庁
の
本

人
基
本
情
報
が
変
更
に
な
ら
な
い

た
め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
確
認
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）

児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る

重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。
た
た
く

音
や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自
然

な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
あ

な
た
の
周
り
に
「
虐
待
を
受
け
て

い
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
市
役
所

児
童
家
庭
課
、
県
中
央
児
童
相
談

所
ま
た
は
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
連
絡
（
通
告
）
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
連
絡
し
た
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

周
り
の
私
た
ち
が
気
づ
く
こ
と
、

知
ら
せ
る
こ
と
で
児
童
虐
待
か
ら

子
ど
も
を
救
え
ま
す
。
あ
な
た
の

行
動
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
一
歩
で
す
。

【
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
5
か
条
】

①

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）
を

②

「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は

言
い
訳
。
子
ど
も
の
立
場
で
判

断
を

③

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
。
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

を
④

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

⑤

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

起
こ
り
え
る

【
児
童
虐
待
と
は
】

●
身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

●
性
的
虐
待

性
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
、
自
動
車
内
に
長
時
間

放
置
す
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
す
る
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
著
し
く
差
別
的

な
扱
い
を
す
る
な
ど

相
談
電
話
・
問
い
合
わ
せ

●
児
童
家
庭
課（
内
線
２
１
１
７
）

●
県
中
央
児
童
相
談
所
（
蕁
０
２

７
―
２
６
１
―
１
０
０
０
）

●
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
24
時
間
対
応
、
蕁
０
１
２
０
―

７
８
３
―
８
８
４
、
携
帯
電
話
か

ら
は
蕁
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１

０
０
）

14

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

11月18日（土）
11月19日（日）
11月23日（祝）
11月25日（土）
11月26日（日）

（株）丸雄技研
中央水道（株）
小倉設備興業（株）
（有）長瀬工業
（有）丸新設備工業

蕁23ー4645
蕁25ー1592
蕁25ー2915
蕁74ー0484
蕁25ー0554

お
知
ら
せ�

国
民
年
金
受
給
者

誕
生
月
が
来
た
と
き
は

現
況
届
の
提
出
を

児
童
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

〜
11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す
〜
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最
近
、
全
国
各
地
で
子
ど

も
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
が

多
発
し
て
お
り
、
小
さ
い
子
を

持
つ
親
と
し
て
、
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。
伊
勢
崎
市
で
も
児
童

の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
を
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
市
で
も
児
童
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
多
方
面

か
ら
検
討
を
行
い
、
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
通
学

路
の
安
全
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
危
険
と
思
わ
れ
る
個

所
の
確
認
や
危
険
回
避
の
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
子
ど
も
が
助

け
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
「
子

ど
も
安
全
協
力
の
家
」
を
設

定
し
、
通
学
路
に
面
し
た
目

立
つ
場
所
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を

掲
示
し
て
い
ま
す
。

②

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
警
察
官
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
回
数
の
増
加
や

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種
の
団
体

な
ど
が
、
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー

を
張
っ
た
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
を
対
象
と
し
た
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
協
力
者
（
約
２
、

６
０
０
人
）
が
、
下
校
時
を

中
心
と
し
た
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
地
域
の
皆
さ
ん
・
警
察

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

児
童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
保

護
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
「
地
域
の
子

ど
も
た
ち
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課（
蕁

（21）
６
７
１
１
）
ま
た
は
保
健
給

食
課
（
内
線
２
４
２
８
）

・
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部
の
主
将
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
最
後
の
箱

根
挑
戦
で
す
。
夏
休
み
に
は
前
回

総
合
優
勝
し
た
亜
細
亜
大
学
と
合

同
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
強
豪
校

と
同
じ
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
が
終
わ
る
と
、
学
内
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
河
川
敷
で
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
定
期
的
に
河
川
敷

の
草
刈
り
を
し
て
も
ら
え
た
の
で
、

足
場
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
練
習

に
取
り
組
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
方
か
ら
「
頑
張
れ
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
う
こ
と
も
多
く
、
と

て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
10
月
21
日
、
ほ
ぼ
万
全

員
が
少
な
く
、
専
門
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
予
選
会
の
結
果

は
22
位
。
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る

た
め
に
は
予
選
会
で
９
位
以
内
に

入
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
予
選
通

過
に
は
程
遠
い
成
績
で
し
た
。

私
が
２
年
生
に
な
っ
た
時
、
花

田
監
督
の
下
で
専
門
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
お
と
と
し
は
予
選
会
19
位
、

そ
し
て
昨
年
は
16
位
と
確
実
に
順

位
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
を
含
め
個
人
と
し
て
は
ま
だ
力

不
足
の
た
め
、
学
連
選
抜
チ
ー
ム

に
も
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て

も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

４
年
生
と
な
っ
た
今
年
は
駅
伝

福
島
県
出
身
の
私
が
上
武
大

学
に
進
学
し
た
理
由
の
一
つ
は
、

単
純
に
箱
根
駅
伝
を
走
り
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
箱
根
駅

伝
に
は
関
東
の
大
学
し
か
出
場

で
き
な
い
た
め
、
上
武
大
学
に

決
め
ま
し
た
。
当
時
は
陸
上
部

と
し
て
箱
根
駅
伝
出
場
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
が
、
長
距
離
部

の
状
態
で
予
選
会
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
13
位
。

箱
根
駅
伝
出
場
を
果
た
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム

と
し
て
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
出

す
こ
と
が
で
き
、
箱
根
が
も
は
や

夢
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
私
の
箱
根
挑
戦
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
来
年
こ
そ
、
後

輩
た
ち
が
群
馬
県
初
の
箱
根
へ
の

出
場
切
符
を
手
に
し
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

就
職
し
て
か
ら
も
、
走
る
こ
と

は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
箱
根
路
を
駆
け
抜
け
る

上
武
大
学
の
選
手
た
ち
を
い
つ
ま

で
も
応
援
し
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

間もなく火災の発生しやすい時季を迎えます。そこ
で、火災の発生を防ぎ、高齢者をはじめとする死者の
発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的に、火
災予防運動を展開します。
昨年、消防本部管内では109件の火災が発生しま

した。出火原因は、放火・放火の疑い、こんろなどの
消し忘れ、たばこの不始末が上位を占めています。
火災を発生させないためにも、次の7つのポイント

を心がけてください。
●3つの習慣
①寝たばこは絶対やめる
②ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用
する
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す

●4つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する
②寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する
④高齢者や体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる

問い合わせ 伊勢崎消防署（蕁25－3918）
赤堀消防署　（蕁62－0230）
東消防署　　（蕁62－8980）
境消防署　　（蕁74－0012）

昨年、消防本部管内での火災出場は109件、救急
出場は8,593件でした。10年前と比較すると、火災
出場はほぼ横ばいですが、救急出場は約2倍に増加。
救急出場の1日平均は23.5件となっています。
近年、携帯電話からの119番通報が多く、全体の

約20％を占めています。携帯電話からの通報は、災
害現場を特定するのに困難な場合があります。通信員
が順序良く問いかけますので「火災か救急か・住所・
氏名・目標物など」をはっきりと伝えてください。通
報を受信しているとき、既に車両は出場しています。
落ち着いて詳しい内容をお願いします。
「救急車のサイレンは鳴らさないで」という要望が

あります。しかし、救急車は救命のために緊急走行す
るので、サイレンを鳴らさずに走行できません。「救
える命」を救うため、皆さんのご協力をお願いします。
災害時の問い合わせ
●災害情報テレホンサービス
（蕁0180―99－2999）

●救急病院等案内テレホンサービス
（蕁23－1299）
問い合わせ 消防本部通信指令課（蕁25－3510）
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■劇団「やまねこ座」の皆さんによる人形劇

「3匹のこぶた・へんしんぴょーん」

期日 11月12日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■こどもアニメシアター

「ロボッツ」

期日 11月19日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■おはなしタイム

期日 11月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 学習室
定員 40人（先着順）
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる読
み聞かせとクリスマス用天使の飾り作り

■名作シアター

「どら平太」

期日 11月26日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ

期日 11月18日・12月２日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■こども映画会

「エルモと毛布の大冒険」

期日 11月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 エルモは大事な毛布を親友ゾーイに
貸さなかったばっかりに…。

伊勢崎市図書館
1日・8日・29日の水曜日と3日・23日の祝
日と14日から22日まで（蔵書点検期間）

赤堀図書館
6日・13日・20日・27日の月曜日と24日
（館内整理日）

■としょかんこども会

期日 11月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「宮郷読み聞かせの会」の皆さんに
よる読み聞かせ

■劇団「やまいも」の皆さんによる人形劇

「あいさつのきらいな王様」

期日 12月３日（日）
時間 午後２時開始
会場 ２階集会室
定員 100人

■おはなし会

期日 土・日曜日
時間 午前11時と午後２時の２回
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアや職員による絵
本や紙芝居の読み聞かせ

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ

期日 11月11日（土）
時間 午後２時開始
場所 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局

期日 11月11日・25日の土曜日
時間 午前11時～11時45分

（25日は正午まで）
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

あずま・境図書館
6日・13日・20日・27日の月曜日と3日・
23日の祝日と24日（館内整理日）

市民プラザ図書館
14日・28日の火曜日
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期日 11月24日（金）
時間 午後6時30分開始
※保護者同伴で参加してください

定員 50人（先着順）
内容 星座教室と天体望遠鏡で星などの
観察（悪天候の場合は星座教室だけ）
申し込み 11月11日（土）から直接ま
たは電話で

今月の投影番組
テーマ 秋の星空大ぼうけん
内容 ペルセウスの冒険物語など
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

期日 11月13日（月）から26日（日）
まで
※11月15日・22日の水曜日と23日
（祝）は除きます
時間 午前9時30分～午後6時
内容 千代紙で着物を作り袋に張ります
申し込み 各日とも午前9時30分から随時

期日・時間
11月14日（火）＝午前11時開始
11月25日（土）＝午後2時30分開始

内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ

期日・対象
●12月 5日（火）＝0歳児
●12月19日（火）＝1歳児
●12月26日（火）＝2歳児

時間 午前10時30分開始
定員 各10組（超えた場合は抽選）
申し込み 11月20日（月）から26日
（日）までに直接境児童館どんぐりへ

期日 11月18日（土）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
内容 きな粉あめを作ります
参加料 50円
申し込み 11月10日（金）から直接ま
たは電話で

●赤堀児童館
期日 11月15日（水）
内容 お魚を作って遊ぼう
●赤堀あさひ児童館
期日 11月16日（木）
内容 新聞紙で遊ぼう
●赤堀南児童館
期日 11月21日（火）
内容 パクパク人形を作ろう

＊　　　　　＊
いずれも
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の幼児とその保護者
申し込み 当日午前10時から随時

期日 11月11日（土）・12日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 絵をかいた画用紙と
ペットボトルを使って、
あめの入れ物を作ります

申し込み 当日午前10時から随時

期日 11月18日（土）・
19日（日）

時間 午前10時～午後4時
申し込み 当日午前10時から随時

期日 11月25日（土）
時間 午後1時開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
参加料 100円
申し込み 11月13日（月）から直接ま
たは電話で

期日 11月13日（月）から18日（土）
まで
時間 午前10時～午後3時30分
対象 小学生以上
内容 布でフォトフレームを作り、木の
実で飾ります（1人1つです）
※使わなくなったハンカチや布を当日
持ってきてください
申し込み 当日午前10時～午後3時

期日 11月25日（土）
時間 午後1時30分～午後3時30分
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
※マシュマロも焼いて食べます

参加料 150円
申し込み 11月10日（金）から17日
（金）までに参加料を添えて

秋の星座と天体観望会

プラネタリウム

七五三あめ袋作り

読み聞かせ

親子でリトミック

あそびの教室

わいわいクラブ

フォトフレームを作ろう

くるくる棒焼きパン

カルメ焼きを作って食べよう

マラカス作り

七五三の制作～うきうきあめボトル作り～
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検
診
も
で
き
ま
す
〜

～ウオーキングマップの活用を～
いつまでも自分らしい生活を送る

ために、日ごろから健康づくりを意

識することは大切なことです。

本市では、一人ひとりの健康づく

りを支援する方法の一つとして、ウ

オーキングマップを作成しました。

ウオーキングは、「いつでも、どこ

でも、誰でも」手軽にできる健康づくりに有効な

方法の一つです。

【ウオーキングマップのここがいい】
①5つのブロックに22のコース

②ブロックごとにおすすめ「よってこポイント」

を紹介

③詳細コースをホームページで紹介

どこを歩こうか迷ったときや、いつもと違うコ

ースを歩いてみたいときなど、ぜひご活用くださ

い。マップを参考にまちを歩きながら、お気に入

りコースを見つけてみてはいかがですか。

【健康川柳応募作品紹介】

健康に　今日も明日も　ウオーキング

けんこうつむり�

伊勢えもん�

まちを歩こう�
12
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実りの秋を感じて（宮郷第二小学校）

高く澄んだ秋空の下、2年生の皆さんの顔には、校内
で育てたサツマイモの収穫に笑顔が浮かびます。

5月中旬に苗を植えてからは、水をあげたり草むしり
をしたりと、自分たちの手で大切に育ててきました。ま
た、定期的に観察日記をつけるなど、日々の成長をとて
も楽しみにしながら、この日を迎えました。
収穫は初めてという児童もいましたが、次々にサツマ

イモが掘り出され、あちこちで歓声が上がりました。大
きさも形もさまざまですが、収穫の喜びは、皆さん一緒
のようです。

先月、市内各所で開催
された花まつりを取材し
た。どの会場も色鮮やか
な花が咲き誇り、訪れた
人の目を楽しませていた。
毎年、来場者を喜ばせる
ため、手入れを続けてい
る地元の人たちの苦労は
相当なものだろう。
本市は平成20年3月か

ら開催される「全国都市
緑化ぐんまフェア」のサ
テライト会場になってい
る。期間中は大勢の観光
客の来場が予想され、本
市をピーアールする絶好
の機会でもある。ぜひ成
功させたい。 （ま）

応募方法�
�
�
�
あ て 先  �

住所・氏名・電話番号・撮影場所・写真の
タイトルを記入し、郵送してください。デ
ジタルカメラで撮影した画像（300万画
素以上）はメールでも受け付けています
〒372－8501 今泉町二丁目410�
市役所広報課「街かど写真工房」係�
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp
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「明治館を照らす」

撮影者
束田政策さん（東上之宮町）


